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就 

任 
の 
挨 

拶 

 
 

 
 

岩
槻
協
議
会
会
長 

深
井 
義
司 

     
 

 
 

 

    

岩
槻
校
協
議
会
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
四
月
の
定
期
総
会
に
お
い
て
宮

澤
会
長
の
後
任
と
し
て
就
任
し
ま
し

た
、
八
期
の
深
井
義
司
で
す
。
元
号
も

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
ま
り
心

機
一
転
、
今
年
一
年
間
、
役
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
「
明
る
く
元
気
な
協
議
会
」

を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
今

を
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
に
は
、
健
康
維

持
と
良
い
仲
間
づ
く
り
が
重
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

役
員
・
会
員
の
皆
さ
ん
の
英
知
・
経

験
を
生
か
し
て
明
る
く
元
気
に
活
動

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

新
時
代
「
令
和
元
年
」
の
岩
槻
協
議

会
の
事
業
は
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
、

学
習
講
演
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
、
文
化
祭
や
赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
、
城
下
町
鷹
狩
り
行
列
、
城
下
町

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
さ
い
た
マ
ー
チ

の
社
会
貢
献
・
地
域
活
動
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。 

来
年
二
月
二
十
二
日
に
は
「
岩
槻
人

形
博
物
館
」
と
「
に
ぎ
わ
い
交
流
館
い

わ
つ
き
」
が
オ
ー
プ
ン
し
岩
槻
の
街
に

新
し
い
魅
力
の
顔
が
出
来
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
シ
ニ
ア
校
友
会
協
議

会
は
仲
間
と
協
力
し
助
け
合
い
、
元
気

に
校
友
会
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
す

の
で
皆
様
の 

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
が
、
来
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
元
気
で
観
戦
出
来
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

「
新
門
辰
五
郎
外
伝
」 

一
期 

大
野 

晴
義 

元
治
元
年
の
『
浅
草
寺
日
記
』
か
ら

辰
五
郎
の
人
物
像
を
覗
い
て
み
る
と
、

彼
は
下
谷
に
生
ま
れ
長
じ
て
町
火
消

の
頭
取
と
な
り
、
見
込
ま
れ
て
輪
王

寺
に
仕
え
る
町
田
家
の
娘
婿
と
な
り

ま
す
。
の
ち
に
浅
草
寺
に
新
設
さ
れ

た
門
番
に
任
命
さ
れ
て
「
新
門
」
を

名
乗
り
ま
し
た
。
日
記
で
は
「
辰
五

郎
は
町
火
消
十
番
組
の
頭
取
と
浅
草

界
隈
の
香
具
師
、
大
道
商
人
の
取
り

締
り
を
兼
ね
る
侠
客
」
と
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。 

安
政
三
年
、
浅
草
寺
か
ら
境
内
取

締
役
に
任
命
さ
れ
た
辰
五
郎
は
、
同

年
八
月
の
嵐
の
際
、
ま
た
そ
の
前
年

の
安
政
大
地
震
で
破
損
し
た
寺
の
修

復
に
い
ち
早
く
尽
力
し
た
こ
と
が
任

命
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

慶
喜
の
上
洛
と
そ
れ
に
随
行
し
た

辰
五
郎
の
動
き
に
つ
て
い
て
は
、
浅

草
寺
日
記
に
「
も
と
よ
り
こ
の
時
期

に
物
見
遊
山
の
参
詣
旅
行
に
興
じ
る

こ
と
は
考
え
難
い
。
再
び
動
乱
の
舞

台
京
坂
の
地
に
赴
い
た
と
推
測
さ
れ

る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

勝
海
舟
は
、
彼
を
金
や
威
光
に
動

ぜ
ず
意
氣
ず
く
で
動
く
男
と
評
し
、

歌
舞
伎
の
新
門
辰
五
郎
を
演
じ
た
梅

雀
は
「
江
戸
ッ
子
持
ち
前
の
切
り
替

え
の
鋭
さ
、
纏
姿
で
火
中
に
立
つ
頭

取
は
男
氣
の
真
骨
頂
」
と
ベ
タ
惚
れ
、

辰
五
郎
は
明
治
八
年
没
、
巣
鴨
盛
雲

寺
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

             

「
伊
東
温
泉
一
泊
旅
」 

 
 

 
 

 
 

二
期 

白
砂
丈
士 

 

有
志
に
よ
る
一
泊
旅
行
が
十
三

名
の
参
加
を
得
て
三
月
十
三
日(

水)

十

岩

槻

協

議

会 

会 
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四
日(

木)

、
伊
東
温
泉
旅
行
と
し
て
行

わ
れ
た
。 

                

大
宮
駅
か
ら
JR
上
野
東
京
ラ
イ
ン

に
乗
車
し
た
一
行
は
一
時
三
十
分
過

ぎ
に
伊
東
駅
に
到
着
。
宿
の
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
に
は
時
間
が
あ
る
た
め
、
早
春
の

柔
ら
か
な
陽
射
し
を
浴
び
な
が
ら
市

内
の
目
抜
き
通
り
を
散
策
。
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ
た
老
舗
旅
館
で
現
在
は

市
の
文
化
財
と
し
て
観
光
施
設
に
な

っ
て
い
る｢

東
海
館｣

を
訪
れ
、
伝
統
的

な
日
本
の
木
造
建
築
美
に
触
れ
る
。
こ

の
後
、
宿
泊
先
の｢

游
心
楼
・
や
ま
へ

い｣

に
入
り
、
夕
食
前
の
時
間
を
ゆ
っ

く
り
と
温
泉
に
浸
か
り
疲
れ
を
癒
す
。 

 

お
待
ち
か
ね
の
夕
食
は
宴
会
場

で｢

舟
盛
り
・
あ
わ
び
の
踊
り
焼
き
・
伊

勢
海
老
の
鬼
殻
焼
き
・
金
目
鯛
の
煮
つ

け｣

等
、
宿
自
慢
の
会
席
膳
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
の
大
宴
会
と
な
る
。
二
次

会
は
カ
ラ
オ
ケ
で
更
に
盛
り
上
が
り
、

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
大
い
に
楽

し
ん
だ
伊
東
温
泉
旅
行
で
し
た
。 

 「
石
神
井
公
園
を
訪
ね
て
」 

 
 

 
 

 
 

三
期 
丸
山 

久
行 

 

初
夏
の
陽
射
し
が
ま
ば
ゆ
い
中
を

三
期
の
仲
間
十
八
名
が
西
武
池
袋
線

石
神
井
駅
か
ら
公
園
に
向
か
っ
た
。
ゆ 

る
い
下
り
坂
を
行
く
と
池
に
ぶ
つ
か

っ
た
。
昔
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
人

工
的
に
池
と
し
た
と
こ
ろ
で
釣
り
人 

が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
池
畔
を
散
策
、
池

淵
史
跡
公
園
を
経
て
曹
洞
宗
道
場
寺

を
参
拝
し
隣
接
の
真
言
宗
智
山
派
の

三
寶
寺
に
向
か
っ
た
。
一
三
九
四
年
に

創
建
さ
れ
た
が
太
田
道
灌
が
一
四
七

七
年
に
当
地
へ
移
転
、
の
ち
御
朱
印
寺

に
な
っ
た
。
す
ぐ
隣
が
石
神
井
城
跡
で

今
は
林
の
中
に
空
堀
と
わ
ず
か
な
石

垣
状
の
も
の
が
残
る
ば
か
り
で
城
主

豊
島
氏
を
偲
ぶ
痕
跡
は
な
い
が
こ
こ

も
太
田
道
灌
が
武
勇
を
示
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

               

近
く
の
氷
川
神
社
は
豊
島
氏
が
武

蔵
一
の
宮
を
城
内
に
観
請
し
た
も
の

で
明
治
七
年
に
郷
社
と
な
っ
た
。
隣
の

三
寶
寺
池
は
武
蔵
野
三
大
湧
水
池
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
が
現
在
は
地
下
水
を

汲
み
あ
げ
て
い
る
。
公
園
の
周
囲
は
瀟

洒
な
邸
宅
が
立
ち
並
ぶ
静
か
な
住
宅

街
で
，
池
面
を
渡
る
薫
風
を
感
じ
つ
つ

帰
路
に
つ
い
た
。 

 

「
和
紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町
」 

四
期 

 

中
山
照
男 

 

 

私
た
ち
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
は
毎

月
一
回
近
効
を
訪
ね
て
お
り
ま
す
。
最

近
は
山
登
り
よ
り
行
っ
た
先
の
名
物

を
食
べ
た
り
、
お
互
い
に
遠
慮
し
な
い

お
喋
り
が
主
体
で
す
。
一
○
七
回
目
は

三
月
二
十
九
日
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
川
町
を
七

名
で
行
き
早
春
を
楽
し
み
ま
し
た
。
駅

前
の
観
光
案
内
所
で 

地
図
を
求
め
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。 

 

市
内
を
流
れ
る
槻
川
沿
い
の
遊
歩

道
で
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
耳
に
、
春
の
草

花
を
愛
で
な
が
ら
、
地
元
の
人
と
の
会

話
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
ず
カ
タ
ク

リ
の
群
生
す
る
丘
で
カ
タ
ク
リ
や
ニ

リ
ン
ソ
ウ
を
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し
た
。 

 

次
に
「
伝
統
工
芸
館
」
を
訪
ね
、
多
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く
の
和
紙
の
製
品
を
見
学
し
、
製
品
の

購
入
も
出
来
る
所
で
す
。
槻
川
の
き
れ

い
な
水
が
「
和
紙
つ
く
り
」
や
「
酒
造
」

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
和
紙
作
り
の
体
験
が
出
来
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
一
軒
の
酒
造

工
場
を
見
学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

「
幸
せ
を
手
に
幸
手
宿
巡
り
」 

 
 

 
 

 
 

 

五
期 

若
島 

智 

 

史
跡
巡
り
ク
ラ
ブ
は
五
月
二
十
九

日
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
幸
手
宿
散

策
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ

の
活
動
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
、
今
回

は
五
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。
日
光
街

道
幸
手
宿
は
日
本
橋
か
ら
六
番
目
の

宿
、
将
軍
の
日
光
社
参
道
御
成
道
と
の

合
流
地
で
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

て
い
ま
し
た
。 

            

参
加
者
十
八
名
は
幸
手
駅
に
集
合
、
観

光
ガ
イ
ド
会
の
方
と
合
流
。
A-

B
二

班
に
別
れ
十
時
に
駅
を
出
発
。
A
班

は
東
に
向
か
っ
て
日
光
街
道
へ
、
B

班
は
北
へ
向
か
っ
て
鎌
倉
街
道
へ
。
大

通
り
は
商
家
が
軒
を
連
ね
古
い
建
物

も
多
く
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
街
並
み

で
す
。
旅
館
「
あ
さ
よ
ろ
ず
」
は
創
業

以
来
二
百
年
と
か
、
昔
の
宿
札
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
酒
屋
「
永
文
商
店
」
の

外
板
壁
に
は
松
尾
芭
蕉
と
弟
子
の
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
将
軍
が
日
光

参
拝
所
で
「
日
光
道
」
道
標
が
あ
っ
た

正
福
寺
、
本
陣
跡
回
り
十
二
時
に
戻
り

ま
し
た
。
駅
近
く
の
和
処
で
昼
食
し
十

四
時
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

幸
せ
を
手
に
で
き
た
楽
し
い
幸
手
宿

巡
り
で
し
た
。 

 

「
造
幣
局
見
学
そ
し
て
新
年
会
」 

 
 

 
 

 

七
期 

日
浦
千
鶴
子 

 

私
達
七
期
生
二
十
九
名
は
一
月
二

十
四
日
に
造
幣
局
さ
い
た
ま
支
局
の

見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

 

案
内
者
の
対
応
も
よ
く
作
業
現
場

を
見
て
ま
わ
っ
て
、
ご
く
当
た
り
前
に

使
用
し
て
い
る
お
金
が
こ
れ
程
の
技

術
・
緻
密
な
工
程
を
経
て
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
事
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
さ
い
た
ま
支
局
で
は
貨
幣
・
勲
章
・

金
属
工
芸
品
の
製
造
販
売
・
貴
金
属
製

品
の
品
位
証
明
が
主
な
作
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

博
物
館
に
は
大
判
小
判
な
ど
の
古

銭
や
明
治
以
降
の
日
本
貨
幣
の
ほ
か

記
念
貨
幣
・
勲
章
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入

賞
メ
ダ
ル
・
文
化
勲
章
な
ど
貴
重
な
展

示
物
が
数
多
く
あ
り
、
ま
た
全
国
都
道

府
県
の
名
所
・
旧
跡
や
特
産
品
な
ど
を

象
っ
た
メ
ダ
ル
も
並
ん
で
い
て
、
故
郷

を
思
い
出
し
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。 

               

退
出
後
は
場
所
を
か
え
て
イ
タ
リ
ア
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ン
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
の
新
年
会
で
す
。

安
泰
な
一
年
で
あ
る
事
を
み
ん
な
で 

願
い
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
て
解

散
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
老
春
の
ぼ
や
き
」 

 
 

 
 

 
 

八
期 

小
林 

紀
雄 

 

緑
鮮
や
か
な
若
葉
を
目
に
す
る
、
平

成
二
十
四
年
五
月
、
シ
ニ
ア
大
学
岩
槻

校
に
入
学
し
、
早
や
、
平
成
か
ら
令
和

に
元
号
が
変
わ
り
「
昭
和
、
平
成
、
令

和
」
の
三
代
を
生
き
て
き
た
私
ど
も
、

良
く
体
が
も
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
失

礼
か
な
？
） 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
立

ち
上
げ
に
参
加
し
、
更
に
八
期
の
行
事

に
多
々
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
う

た
び
毎
に
「
お
酒
」
の
仲
間
が
一
人
二

人
と
増
え
て
い
っ
た
の
は
私
の
誤
算

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

い
や
良
し
悪
し
は
と
も
か
く
、
本
当

に
喜
ば
し
き
事
と
思
い
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

同
好
会
は
、
毎
週
火
・
金
曜
を
練
習
日

に
し
て
い
ま
す
。
八
期
は
オ
ー
プ
ン
参

加
で
、
春
・
秋
に
大
会
を
開
催
し
第
十

二
回
を
数
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
大
会
後
の
「
酒
・
歌
」
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
が
多
く
お
り
ま
す
。 

                

溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
、
自
分
の
殻
に

閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
心
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
散
さ
せ
よ
う
よ
。
し
か
し
教

え
た
人
に
負
け
、
低
い
鼻
が
も
っ
と
低

く
な
っ
て
シ
ョ
ン
ボ
リ
し
て
お
り
さ

み
し
い
で
す
。
楽
し
も
う
よ
、
体
を
動

か
そ
う
よ
！
「
老
春
の
友
達
よ
」 

老
男
女 

ス
テ
ッ
ク
片
手
に 

腰
の
ば
し 

雲
流
る 

令
和
の
響
き 

グ
ラ
ン
ド
に 

 

「
水
道
橋
界
隈
散
策
」 

九
期 

小
野 

研
二 

前
々
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
な
晴

天
の
五
月
二
十
三
日
に
、
史
跡
め
ぐ
り

ク
ラ
ブ
二
十
六
名
で
御
茶
ノ
水
か
ら

水
道
橋
へ
続
く
道
を
散
策
い
た
し
ま

し
た
。 

大
宮
駅
午
前
九
時
三
十
分
集
合
で
、

秋
葉
原
経
由
お
茶
の
水
駅
で
下
車
し

て
、
初
め
に
湯
島
聖
堂
（
学
校
の
発
祥

地
）
を
見
学
し
て
か
ら
神
田
明
神
へ
向 

か
い
ま
し
た
。
隣
接
す
る
神
田
の
家

「
井
政
」
は
見
学
で
き
ず
残
念
で
し
た

が
「
折
り
紙
会
館
」
か
ら
「
東
京
都
水

道
歴
史
館
」
へ
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代

ま
で
の
水
の
歴
史
が
展
示
さ
れ
、
発
掘

さ
れ
た
江
戸
時
代
の
上
水
井
戸
や
木

樋
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
上
水
誕

生
か
ら
、
世
界
有
数
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

成
長
し
た
水
道
四
百
年
の
歴
史
が
学

べ
ま
し
た
。
こ
の
後
十
五
分
ほ
ど
歩
き
、

「
後
楽
園
野
球
殿
堂
博
物
館
」
へ
向
か

い
、
懐
か
し
い
野
球
関
係
者
や
記
念
品

な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

東
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
文
京
区

役
所
）
十
三
階
で
昼
食
し
、
二
十
五
階

の
展
望
台
を
見
学
し
て
か
ら
水
戸
黄

門
ゆ
か
り
の
名
園
「
小
石
川
後
楽
園
」

へ
向
か
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

説
明
で
四
十
分
ほ
ど
園
内
を
散
策
致

し
ま
し
た
。 

              

初
夏
の
よ
う
な
暑
い
日
で
し
た
が

全
員
が
元
気
に
歩
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
帰
り
は
、
地
下
鉄
後
楽
園
駅
か

ら
乗
っ
て
予
定
時
間
午
後
四
時
ご
ろ

に
大
宮
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。 
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「
迎
賓
館 

赤
坂
離
宮
見
学
」 

 
 

 
 

 

十
一
期 

石
井 

一
治 

 

令
和
元
年
、
第
一
回
学
習
講
座

「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
見
学
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
、
本
館
・

正
門
・
噴
水
な
ど
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
気
軽
に
参
観
で
き
る

西
洋
宮
殿
と
し
て
人
気
の
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
見
学
日
の
五
月
十
六
日

は
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
大
宮
駅
豆
の

木
に
二
十
四
名
が
集
合
し
ま
し
た
。
校

友
会
活
動
も
四
年
目
に
入
り
、
仲
間
た

ち
が
大
勢
集
合
す
る
機
会
が
減
っ
て

き
て
い
る
中
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

今
回
は
本
館
・
庭
園
の
見
学
で
し
た

が
、
航
空
機
搭
乗
並
み
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
入
場
。
本
館

で
は
、
羽
衣
の
間
、
朝
日
の
間
、
彩
鸞

の
間
、
花
鳥
の
間
の
順
に
見
学
し
ま
し

た
が
、
各
間
と
も
想
像
し
て
い
た
よ
り

狭
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間
の

特
徴
を
専
門
の
説
明
員
か
ら
聞
き
な

が
ら
掲
示
さ
れ
て
い
る
各
国
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
の
写
真
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
本
館

見
学
後
、
前
庭
で
集
合
写
真
を
撮
り
、

一
旦
解
散
し
ま
し
た
が
、
大
部
分
の
人

は
建
設
中
の
国
立
競
技
場
を
経
由
し

て
、
信
濃
町
駅
近
く
で
運
一
で
昼
食
、

親
睦
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。 

 

             

「
ハ
イ
キ
ン
グ
部
の
活
動
」 

十
二
期 

増
田 

次
郎 

シ
ニ
ア
大
学
四
年
に
亘
り
ほ
ぼ
毎
月

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
県
内
は
も
と
よ
り
有
名
な
日
帰

り
コ
ー
ス
を
訪
ね
尽
く
し
同
じ
所
を

二
回
三
回
と
訪
ね
る
か
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
開
い
て
未
訪
問
の
所
を
探
す
か

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
悩
む
所
。
そ
ん

な
時
国
立
自
然
公
園
や
自
治
体
が
管

理
す
る
史
跡
・
公
園
な
ど
に
ガ
イ
ド

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
案
内
を
お
願
い
し
て
み
た
。
一

線
を
退
い
た
シ
ニ
ア
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
配
属
さ
れ
た
施
設
の
歴
史
地
理
、

動
植
物
の
生
態
等
熱
心
に
研
究
、
熟

知
さ
れ
て
い
る
。
と
て
も
丁
寧
に
説

明
し
て
下
さ
る
の
で
大
変
愉
し
い
時

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。 

             

時
に
は
太
古
の
地
球
日
本
列
島
の

成
り
立
ち
か
ら
の
説
明
に
及
ぶ
時
も

あ
り
期
待
以
上
の
知
識
を
得
る
事
が

あ
る
。
公
園
施
設
を
一
～
二
回
訪
問

す
る
だ
け
で
は
全
体
を
知
り
尽
く
せ

な
い
の
で
数
回
の
訪
問
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
今
年
度
か
ら
長
距
離
ハ

イ
ン
グ
と
銘
打
っ
て
坂
東
三
十
三
観

音
霊
場
を
目
的
地
に
選
び
訪
ね
て
い

る
。
新
た
な
一
面
を
発
見
で
き
る
事

を
期
待
し
て
い
る
。 

             

第一回講演会のお知らせ 

現代では忘れ去られようとしている「日本の

こころ」を分かりやすくお話していただけるの

で是非ご参加ください。 

➢ 日時：令和元年９月１３日（金）１０時開演 

➢ 場所：本丸公民館視聴覚ホール 

➢ 講師：辻川牧子「和のこころ」 
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２０１９年度 連合・岩槻・期別活動計画一覧 

会別 事業区分 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

岩 

槻 

協 

議 

会 

広報活動 ７月初旬 協議会会報の発行① 広報部 

学習活動 ９月 13 日 学習講演会 辻川牧子「和の心」 企画部 

地域活動 10 月 1 日 「赤い羽根」共同募金活動 総務部 

健康活動 10 月 2 日 グラウンド・ゴルフ大会 企画部 

地域活動 11 月 3 日 城下町岩槻「鷹狩り行列」参加 総務部 

文化活動 
11月8～9日 文化祭＊作品展示 企画部 

11 月 10 日 文化祭＊演芸発表会 企画部 

広報活動 ２月 岩槻校 15 期生に対する説明会 総務部 

地域活動 ２月 城下町岩槻健康ウォーキング参加 企画部 

学習活動 ３月 13 日 学習講演会 企画部 

連 

合 

会 

広報活動 ７月９日 会報「さくらそう」発行 総務部広報担当 

地域活動 10 月１・２日 赤い羽根共同募金活動 各校協議会参加 

広報活動 11 月３～４日 「ねんりんピック和歌山」参加 連合会会長随行 

文化活動 

11 月～12 月 さいたま市シルバー作品展協力 各協議会から派遣 

２月 14～17 日 文化祭第 27 回作品展 企画部、大宮校 

２月 16 日 文化祭第 26 回芸能発表会 企画部、各協議会 

健康活動 ３月 28 日 第７回「さいたマーチ」参加 新都心集合 

 
期別 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

１期 

４月 15 日 総会を兼ねた連絡会 終了後 懇親会  

６月 第 2 回連絡会（連合会、協議会の動き報告）  

８月 第 3 回連絡会 終了後 暑気払い  

10 月 第 4 回連絡会（連合会、協議会の動き報告）  

12 月 第 5 回連絡会 終了後 忘年会  

２月 第 6 回連絡会（連合会、協議会の動き報告）  

２期 

４月８日 第 13 回定期総会＆全体集会  

 〃 新年度スタート懇親会  

５月９日 駅からウォーキング①  

５月 22 日 池袋サンシャイン水族館見学＆近辺散策  

６月 17 日 全体集会＆自主講座 （映写会） 

６月 29 日 ハイキング  

７月 10 日 室内ミニゴルフを楽しむ 新越谷 

７月 24 日 大衆演芸を楽しむ 上野鈴本演芸場 

８月 20 日 全体集会＆自主講座 （写真講座） 

 〃 納涼懇親会  

９月７日 駅からウォーキング②  

９月 DHC 岩槻工場見学  

９月 新潟方面バス旅行 ツアーバス利用 

10 月 22 日 全体集会＆自主講座 （映写会） 

10 月 26 日 駅からウォーキング③   

12 月 17 日 全体集会＆自主講座 （写真講座） 

 〃 忘年懇親会  

１月 7 日 新春七福神巡り又は神社巡り  

１月 27 日 駅からウォーキング④  

２月１８日 全体集会（次年度に向けての検討）  

２月 花王ミュージアム（墨田区）見学会  

３月 健康講座「100 歳体操」  

３月 有志一泊旅行  

その他の活動 「コーラス会」：毎月１回以上開催する 
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期別 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

３期 

３月 29 お花見  

４月 24 日 定例会（全体集会第 1 回）  

５月８日 石神井公園と隣接する史跡  

５月 歌声ひろば  

６月 一筆書き列車の旅  

６月 定例会（第２回）  

７月 歌声ひろば  

７月 暑気払い  

８月 定例会（第３回）  

９月 隅田川船下り  

９月 歌声ひろば  

10 月 寄席見物（新宿末広亭）  

10 月 定例会（第 4 回）  

11 月 歌声ひろば  

11 月 一泊旅行  

12 月 定例会（第５回）  

１月 七福神めぐり（川越）  

１月 歌声ひろば  

２月 定例会（第６回）  

３月 歌声ひろば  

３月 臨時定例会  

４期 

 うたごえ広場 毎月 第 1 火曜日 

５月 ９日 グラウンドゴルフ・おしゃべり会 第２希望日5月17日 

６月 21 日 健康体操  

７月３日 全体会・暑気払い  

９月 11 日 トランプ大会  

10 月 30 日 江戸東京博物館見学  

11 月 10 日 文化祭  

12 月４日 臨時総会  

12 月 20 日 クリスマスうたごえ広場  

１月 29 日 懇親会  

２月５日 料理教室  

２月 27 日 観梅  

３月 25 日 定期総会  

「うたごえ広場」は、原則第1火曜日としますが他の行事、会場確保によっては変更となる月もあります。 

５期 

４月 18 日 ５期交友会総会  

５月 29 日 史跡めぐり「幸手宿散策」  

６月 ゴルフコンペ  

６～７月 史跡めぐり  

７月 13 日 コーラス（コール・シャイン）発表会  

７月下旬 集まろう会及び納涼昼食会  

９月 ゴルフコンペ  

９～10 月 史跡めぐり  

10 月２日 協議会グラウンドゴルフ大会  

11 月８・９日 協議会文化祭作品展示  

11 月 10 日 協議会文化祭演芸発表  

11 月 ゴルフコンペ  

11 月下旬 忘年会  

11～12 月 史跡めぐり  

１月下旬 新年会  
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期別 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

５期 
１～３月 史跡めぐり  

３月 ゴルフコンペ  

７期 

４月 総会 2019 年度事業計画他  

〃 桜の花見 大宮公園  

〃 ハイキング 陣見山  

５月 会報の発行「七期会」第９号  

〃 ぼたん観賞 東松山・散策  

〃 ハイキング 霧降高原  

６月 七期旅行  

〃 ジャカランタ鑑賞 熱海・散策  

〃 ハイキング 山寺さくらんぼと山形蔵王  

７月 忘草見沼田んぼ・散策  

８月 暑気払い  

９月 ダリア鑑賞 小鹿野町・散策  

〃 ハイキング 四阿屋山  

10 月 古民家 川崎生田丘陵・散策  

〃 ハイキング 紅葉の西沢渓谷  

11 月 会報の発行  

〃 紅葉とバーベキュー 清水公園・散策  

〃 ハイキング 陣馬山  

12 月 明治神宮 銀杏並木・散策  

〃 ハイキング 生藤山  

１月 新年会  

２月 役員会 2020 年度総会付議事項検討  

〃 ハイキング 鷹取山  

〃 盆栽鑑賞 大宮公園盆栽村・散策  

３月 花散策 検討中  

〃 ハイキング 佐白山  

８期 

４月１日 神田川ウォーキング ５班 

４月 12 日 第 12 回 GG 大会 GG 同好会 

４月 27 日 清澄庭園と自由が丘 史跡巡りクラブ 

５月 稲村ケ崎 史跡巡りクラブ 

５月８日 手賀沼ハイキング ハイキングクラブ 

５月 31 日 京浜工場夜景みなとみらいクルージング ２班 

６月５日 川越の街散歩、市立美術館見学 ５班 

６月 12 日 東村山八国山ハイキング ハイキングクラブ 

６月 15 日 大衆演劇 篠原演芸場 ３班 

７月中旬 楽食会 水陸両用バス ６班 

７月下旬 スポーツ観戦（高校野球埼玉県大会決勝） １班 

８月 26 日 県（市）出前講座 ５班 

８月 29 日 越谷田圃アート ２班 

９月25、26日 GG 宿泊大会 GG 同好会 

９月 28 日 小貝川ハイキング ハイキングクラブ 

10 月５日 能楽鑑賞（越谷能楽堂） ２班 

10 月 日光植物園 ハイキングクラブ 

10 月 スポーツ観戦（J リーグ 大宮公園サッカー場） １班 

10 月 玉蔵院と川口オートレース観戦 史跡巡りクラブ 

10 月 第 13 回 GG 大会 GG 同好会 

11 月 竹下通り 史跡巡りクラブ 

11 月 北千住～三ノ輪  ５班 
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期別 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

８期 

12 月４日 筑波公園通 ハイキングクラブ 

12 月９日 県（市）出前講座 ５班 

１月８日( 9日) 味の素工場見学と川崎大師 ２班 

１月 七福神巡り ハイキングクラブ 

１月 新年会兼懇親会 実行委員会 

９期 

４月 16 日 新年度定期総会・昼食会  

４月 12 日 史跡めぐりクラブ「神代植物園」  

５月 14 日 全体集会・「県出前講座 さきたま古墳群」  

５月 23 日 史跡めぐりクラブ「小石川後楽園他散策」  

６月５日 ボウリング大会 （オープン参加） 

６月 18 日 全体集会・自主講座「ＡＫＳバンドコンサート」  

６月 24 日 能楽鑑賞講座 （オープン参加） 

７月２日 さいたま造幣局見学・昼食会「イルクオーレ」  

８月 20 日 全体集会・自主講座「素人落語」  

９月６日 親睦バス旅行「山梨県リニア新幹等」  

９月 17 日 全体集会・岩槻協議会主催講座「和の心」  

９月６日 史跡めぐりクラブ「こしがや能楽堂・花田苑」  

10 月２日 岩槻協議会 ＧＧ大会  

10 月 15 日 全体集会・自主講座「県出前講座 健康法」  

10 月 埼玉近代美術館 昼食会「二木屋」 （オープン参加） 

11 月 10 日 岩槻協議会文化祭 作品展示（８日～９日）  

11 月 26 日 全体集会・自主講座「県出前講座 オリンピック」  

11 月 19 日 史跡めぐりクラブ「秩父宝登山神社・長瀞紅葉」  

12 月 17 日 全体集会・自主講座「イニシエーションスピーチ」・懇親会  

１月 21 日 全体集会・自主講座「吹き矢教室」  

１月７日 史跡めぐりクラブ「与野七福神めぐり」  

２月 18 日 「川口スキップシティー」見学  

３月 13 日 全体集会・「岩槻協議会主催講座」  

３月 26 日 史跡めぐりクラブ「岩槻区内散策浄安寺他」・総会  

11 期 

４月８日 企画・総務部会打合せ 年度計画の策定 

４月 22 日 新年度総会  

４月 22 日 懇親会  

４月 22 日 11 期会報４号発行  

５月 16 日 迎賓館赤坂離宮見学  

６月６日 ＤＶＤ鑑賞：きみまろ独演会  

６月 理事会・全体集会  

６月 企画・総務部会打合せ  

７月 健康活動：グラウンドゴルフ  

８月 全体集会・学習講座  

９月 健康活動：グラウンドゴルフ  

10 月 そば打ち体験  

10 月 理事会・全体会議  

11 月 紅葉日帰り旅行  

12 月 みんなで歌おう：クリスマスコンサート  

12 月 懇親会：忘年会  

１月 全体集会・環境科学センター見学  

２月 理事会：次年度の方針策定  

３月 全体集会：次年度の方針の確定会議  
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令和元年度 会長会構成メンバー 各期在籍人数 
 

役  職 氏  名 期 岩協担当 連合役員 期 男 女 計 

会  長 深井 義司  ８期  副会長 １期 １４ ９ ２３ 

筆頭副会長 瀧田 和雄  ９期 広報部長 常任理事 ２期 １０ １９ ２９ 

副 会 長 薮崎 勝利  ８期 総務部長 常任理事 ３期 １１ １６ ２７ 

副 会 長 山崎 照彦 １１期 企画部長 常任理事 ４期   ７ ２３ ３０ 

理事 中原 俊輔  １期 総 務 理 事 ５期 １７ ２４ ４１ 

〃 千葉 勝彦  ２期 企 画 理 事 ７期   ７ ３０ ３７ 

〃 富岡 好雄  ３期 総 務 理 事 ８期 １４ ３２ ４６ 

〃 依田 功  ４期 総 務 理 事 ９期 １７ ２８ ４５ 

〃 斎田 卓仁  ５期 総 務 理 事 １１期 １１ ２５ ３６ 

〃 宮澤 孝雄  ７期 企 画 理 事 １２期 １１ ２６ ３７ 

〃 森 義信 １２期 総 務 理 事 合計 119 232 351 名 

 

期別 実施予定日 活 動 内 容 備  考 

12 期 

４月８日 全体会合／学習講演会「埼玉版 野性鳥獣の逆襲」 オープン参加歓迎  

５月 13 日 全体会合／体験講座「リンパ整体体操」 オープン参加歓迎  

６月 10 日 全体会合／学習講演会「男たちのつぶやき 第１弾」   

７月 22 日 全体会合／学習講演会「男たちのつぶやき 第２弾」   

８月 19 日 全体会合／体験講習会「フレーベルの折り紙教室」 文化祭出品作品創作 

９月９日 全体会合／文化祭演芸部門練習   

 グラウンドゴルフの練習と大会への期としての参加  

10 月 21 日 全体会合／文化祭演芸部門練習   

11 月 文化祭演芸部門練習   

11 月 21 日 全体会合／文化祭慰労会、DVD 上映鑑賞会   

12 月９日 全体会合／体験講習会「お正月用植え込み」   

吉日 上野鈴本か新宿末廣亭へ  寄席と甘味と旨い酒  

１月 男性陣の料理教室／女性を招いてのランチ会   

１月 全体集会／新年度の人事、茶話会  

２月 全体集会／学習講演会「桃太郎の虚像と実像」 オープン参加歓迎   

３月 全体集会／室内コンサート ハモニカ演奏と合唱 オープン参加歓迎  

 
ハイキング・史跡巡り・花散策・パソコン・中国語研究会は、 
毎月１回ないし２回の活動を行います。 

 



 

第１回

第２回

第３回

第４回

折原　龍雄　(12期)

佐藤　公子　(7期) 

福田　準司　(8期)

三品　信子　 (9期)

石井　一治　(11期)

水谷　久恵　(11期)

塩田　文代　(11期)

大津　美晴　(11期)

河田　幸子　(12期)

中島　吉丸　(11期)

迫　　雍子　(11期)

高橋　良子　(11期)

杉山　節子　(11期)

清水　照代　(11期)

渡邊　美子　(11期)

 10月  　日

   9月  ６日(金）

計１８名

   8月  ５日(月)

令和元年度
実行委員会開催日程

   ７月１０(木)

市民会館いわつき

常見　カツ子(11期)

合計　4２名

計1６名

１１月１1日(日)

薮崎勝利　総務部長 雨宮　幸子　(7期)

篠崎　弘征　(8期)

上林山 秀孝  (9期)

11/9(金)～11/10(土)

計2名 岩槻城址公民館

芸能発表会

（オブザーバー） 依田　美智子(4期) 牧　　昭子　(5期)

神谷　光子　(5期) 作品展示会深井義司　協議会会長

白砂　丈士　(2期) 鶴岡　マサ子(3期) 河内　良子　(12期)

佐藤　美奈子(3期) 越田　　実　(4期) 計　５名

久光　俊昭　(1期) 山川　好英　(11期)

計３名 渡辺　省三　(1期) 式田　久美子(2期) 鶴木　愛子　(11期)

森　　義信　(12期) 古郡　千恵子(11期)

（副部会長） （副部会長） （副部会長） （副部会長）

増田　次郎　(12期） 妹尾　建持　(12期) 鈴木　雄二　(12期)秋山　茂美　(12期)

（部会長） （部会長） （部会長） （部会長）

山崎　照彦　(11期) 遠山　　節　(11期)  石塚　章隆　(11期） 篠原　哲　(11期)   

令和元年度 　岩槻協議会 文化祭実行委員会　組織図

実行委員長　　　　山崎　照彦    (1１期)

実行副委員長　　　森　　義信　 (12期）

総務部会 演芸部会 作品展示部会 広報部会
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岩槻校協議会ホームページ運営及びＨＰ委員会設置について 

我が岩槻協議会 HP の運営はこれまで 1 期渡辺さんに全面的に依頼してきたのが現状

でありました。言い換えれば、渡辺さんにすべてを依存して広報委員会として責任を果

たしていない状態でありました。本来このような管理・運営は一人の人間に依存するの

ではなく、組織をもって担当者が協議して運営することが望ましいと考えるに至りました。 

我が岩協 HP を協議会会員の皆様のご参加と積極的な管理運営のもと、他の各校協議

会に勝るとも劣らない一層充実したものにするにはどうしたらよいのかを考えました。

それには協議会会員全員参加型の「我々の岩協 HP」という意識があってこそとの結論

に至りました。その第一歩は HP を開くこと。次に各期の活動を積極的に掲載すること

であります。最も重要なのは会員が「自分の意見の発表の場である」という考えを持っ

ていただくことであります。そうした発表の場を皆様が共有するにはどうしたら良いか

という問題を簡素化する方法として HP委員会を立ち上げることが最優先課題であると

考え、今年度の広報委員会で検討してまいりたいと考えます。 

どうか私どもの趣旨をご理解いただきましてご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

ＨＰ委員会設立に関する提案 

※理事会の承認を得たうえで仮称『岩槻連絡協議会 HP 委員会』を立ち上げる。 

※所属委員は理事会広報委員の中からと連絡協議会会員の中とから若干名を選出する。 

※目的は幅広いニュースの収集開示や積極的な投稿などのPRに努めHPの充実を図る。 

※委員会の設立は可能な限り早期成立を目指す。 

※委員会組織は委員長 1 名副委員長 1 名委員若干名合計数名の組織とする。 

※会合は定期会合と随時必要に応じ開催する。 

尚随時投稿は承っておりますので各期広報委員を通じてご参加ください。 

                        令和元年度 広報部 

 

 

編 集 後 記 

皆様のご協力のおかげで会報第２１号をお届けさせていただくことになりました。 

本来ですと１０期と１３期からの投稿があり、もっとにぎやかな紙面になるはずでしたが 

とても残念に思いました。しかし、第１期さんからこれまでにない新感覚の随筆をいただき

ました。本来の会報紙の持つ意味は校友会会員の皆様が自由に意見を発表し、趣味などに関

する投稿で紙面作りをするのが本当の会報紙ではないかと考えておりましたので、編集担当

として一歩進んだような気がして大変うれしく思いました。 

今後は校友会の皆様の積極的な紙面作りへのご協力をお願い申し上げます。投稿は各期の

広報委員を通してお寄せいただくようお願い申し上げます。尚、広報委員会としても、一層

充実した広報紙作りに向けて努力を重ねてゆく所存であります。 

                                令和元年度 広報部一同 


